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土
屋
一
樹

パ
ン
は
エ
ジ
プ
ト
の
生
命

　

エ
ジ
プ
ト
の
主
食
は
小
麦
粉
で
作
っ
た
パ
ン
で

あ
る
。
典
型
的
な
パ
ン
は
平
た
く
円
形
で
、
二
枚

重
ね
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
「
エ
ー

シ
ュ
（
エ
イ
シ
、
イ
ー
シ
ュ
、
ア
エ
ー
シ
な
ど
と

も
発
音
さ
れ
る
）・
バ
ラ
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
パ

ン
が
エ
ジ
プ
ト
の
主
食
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
穀
倉
地
帯
と
言
わ
れ

た
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト
に
は
農
業
に
適
し
た
土
地
が

あ
り
、
小
麦
に
関
し
て
も
一
九
五
〇
年
代
な
か
ば

ま
で
は
輸
出
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

在
は
小
麦
消
費
量
の
半
分
近
く
を
輸
入
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
後
半
以
降
の
国
際
的
な

小
麦
価
格
高
騰
の
際
に
は
カ
イ
ロ
な
ど
都
市
部
で

パ
ン
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
今
日
の
エ
ジ
プ
ト
に

と
っ
て
、
パ
ン
（
小
麦
）
は
主
食
で
あ
る
と
同
時

に
そ
の
調
達
が
重
要
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
主
食
で
あ
る
パ
ン
と

そ
の
原
材
料
で
あ
る
小
麦
の
調
達
に
つ
い
て
、
最

近
の
事
情
を
紹
介
す
る
。

●
パ
ン
は
生
命

　

通
常
ア
ラ
ビ
ア
語
で
パ
ン
は
「
フ
ブ
ズ
」
と
い

う
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
で
あ
り
な
が
ら
エ
ジ
プ
ト

で
は
パ
ン
の
こ
と
を
「
エ
ー
シ
ュ
」
と
呼
ぶ
。
も

と
も
と
エ
ー
シ
ュ
と
は
「
生
命
・
生
存
・
生
活
の

糧
」
と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
る
。

つ
ま
り
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
パ
ン
は
単
に
食
糧

の
ひ
と
つ
と
い
う
よ
り
、
生
命
・
生
活
の
糧
を
象

徴
す
る
食
べ
物
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

パ
ン
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
が
、
最
も

一
般
的
な
の
が
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
で
あ
る
。

政
府
の
補
助
金
付
き
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
は
安

価
（
現
在
は
一
枚
約
一
円
）
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

国
民
の
多
く
に
と
っ
て
文
字
通
り
「
生
活
の
糧
」

と
な
っ
て
い
る
。
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
以
外
に

は
、
形
は
バ
ラ
デ
ィ
と
同
様
で
精
白
度
の
高
い

エ
ー
シ
ュ
・
シ
ャ
ー
ミ
ー
、
小
型
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

の
よ
う
な
エ
ー
シ
ュ
・
フ
ィ
ー
ノ
、
そ
の
他
菓
子

パ
ン
な
ど
、
パ
ン
屋
に
は
様
々
な
種
類
の
パ
ン
が

売
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

補
助
金
付
き
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
は
、
一
枚

一
五
〇
グ
ラ
ム
で
直
径
約
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
円
盤
形
を
し
て
い
る
。エ
ー
シ
ュ・シ
ャ
ー
ミ
ー

と
比
較
す
る
と
精
白
度
が
低
く
、
ま
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
粉
が
二
〇
％
ほ
ど
混
じ
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
茶
色
っ
ぽ
く
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
。

　

エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
は
、
小
麦
粉
に
水
、
塩
、

イ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
て
三
〇
分
ほ
ど
寝
か
せ
て
か
ら

窯
で
五
分
ほ
ど
焼
く
こ
と
で
で
き
あ
が
る
。
焼
き

た
て
は
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
で
、
わ
ず
か
に
酸

味
が
あ
る
。
乾
燥
し
た
気
候
の
た
め
か
日
持
ち
は

い
い
が
、
時
間
が
た
つ
と
固
く
な
る
の
で
焼
き
た

て
を
食
べ
る
の
が
一
番
お
い
し
い
。

　

エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
は
ど
ん
な
料
理
の
時
に

も
食
卓
に
上
る
。
千
切
っ
て
前
菜
の
ゴ
マ
や
ナ
ス

の
ペ
ー
ス
ト
を
つ
け
て
食
べ
た
り
、
ス
プ
ー
ン
や

フ
ォ
ー
ク
の
代
わ
り
に
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
で

肉
や
野
菜
を
つ
ま
ん
で
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
。

あ
る
い
は
半
分
に
切
っ
て
半
円
の
ポ
ケ
ッ
ト
状
に

し
、
中
に
野
菜
や
豆
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
入
れ
た
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
も
よ
く
見
か
け
る
。

　

パ
ン
は
エ
ジ
プ
ト
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
主
食

で
あ
る
た
め
、
そ
の
原
材
料
で
あ
る
小
麦
の
確
保

は
政
府
に
と
っ
て
も
重
要
事
項
で
あ
る
。

●
小
麦
の
調
達

　

主
食
で
あ
る
パ
ン
を
中
心
に
パ
ス
タ
や
菓
子
な

ど
も
含
め
、
エ
ジ
プ
ト
は
大
量
の
小
麦
を
消
費
し

て
い
る
。
近
年
の
一
人
あ
た
り
の
年
間
消
費
量
は

一
七
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
と
世
界
で
も
有
数
の
消

費
量
と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。
小
麦
は

エ
ジ
プ
ト
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
穀
物
で
あ
る
が
、

カイロで売られて
いるエーシュ・バ
ラディ（筆者撮影）
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過
去
二
〇
年
で
生
産
量
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
で
も
年
間
五
〇
〇
万
ト

ン
以
上
を
輸
入
し
て
い
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
小
麦
輸
入
が
始
ま
っ
た
の
は

一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年

代
後
半
か
ら
輸
入
量
が
急
増
し
、
一
九
八
〇
年
代

な
か
ば
に
は
年
間
七
〇
〇
万
ト
ン
を
輸
入
す
る
よ

う
に
な
っ
た
（
図
１
）。

　

一
方
、
国
内
で
の
小
麦
生
産
量
は
、
農
業
改
革

政
策
が
実
施
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
拡

大
し
、
最
近
の
生
産
量
は
七
〇
〇
万
ト
ン
以
上
と

改
革
以
前
の
約
四
倍
に
達
し
た
（
図
１
）。
農
業

改
革
政
策
に
よ
っ
て
小
麦
の
生
産
・
流
通
・
販
売

の
自
由
化
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
農
家
の
小
麦
生

産
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
増
産
を

も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
国
内
小
麦
生
産
量

拡
大
に
伴
い
輸
入
拡
大
傾
向
は
止
ま
っ
た
が
、
現

在
で
も
小
麦
は
エ
ジ
プ
ト
の
主
要
輸
入
品
目
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
は
ど
こ

か
ら
小
麦
を
輸
入
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
小
麦
輸
入
の
大
部
分
は

エ
ジ
プ
ト
政
府
が
担
っ
て
き
た
。
補
助
金
付
き
の

エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
用
の
小
麦
粉
は
政
府
機
関

に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
お
り
、
主
に
輸
入
小
麦
が

使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

表
１
は
近
年
の
主
な
小
麦
輸
入
相
手
国
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
最
大
の
輸
入
元
は
ア
メ
リ
カ
で
、

近
年
で
は
全
輸
入
量
の
三
〇
～
五
〇
％
を
占
め
て

い
る
。
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
は
一
九
五
〇
年
代
後

半
か
ら
食
糧
援
助
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
小
麦
を
提

供
し
て
お
り
、
政
治
情
勢
に
よ
る
中
断
は
あ
っ
た

も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代
初
め
ま
で
エ
ジ
プ
ト
の

輸
入
小
麦
の
大
部
分
は
ア
メ
リ
カ
産
小
麦
で
あ
っ

た
（
参
考
文
献
③
）。

　

ア
メ
リ
カ
以
外
の
主
な
輸
入
元
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら

三
カ
国
は
、
年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
全
輸
入
量
の
一
〇
～
二
〇
％
を
占
め
る
。

　

以
上
四
カ
国
か
ら
の
輸
入
は
、
一
九
八
〇
年
代

後
半
以
降
、
平
均
す
る
と
エ
ジ
プ
ト
の
小
麦
輸
入

量
の
約
九
〇
％
を
占
め
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
シ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
小
麦
輸
入
が
増

加
す
る
な
ど
、
輸
入
元
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
。

以
前
の
小
麦
取
引
に
は
エ
ジ
プ
ト
お
よ
び
輸
出
国

の
政
治
的
な
意
図
も
反
映
し
て
い
た
が
、
最
近
は

価
格
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
輸
入
相
手
国
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
現
在
は
買
付
輸
入
以
外
の
調
達
方
法
も
検

討
さ
れ
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
ナ
イ
ル
流
域
国
と

し
て
エ
ジ
プ
ト
が
関
係
強
化
を
進
め
て
い
る
ス
ー

ダ
ン
と
ウ
ガ
ン
ダ
に
お
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の

直
接
投
資
に
よ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
向
け
の
小
麦
生
産

を
行
う
計
画
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

●
主
食
の
安
全
保
障
に
向
け
て

　

二
〇
〇
七
年
後
半
以
降
の
小
麦
の
国
際
価
格
高

騰
の
影
響
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ

デ
ィ
の
購
入
行
列
の
発
生
と
い
う
形
で
顕
在
化
し

た
。
補
助
金
で
安
価
と
な
っ
て
い
る
エ
ー
シ
ュ
・

バ
ラ
デ
ィ
に
需
要
が
集
中
し
品
不
足
が
起
こ
っ
た

の
で
あ
る
。
幸
い
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
近
年
ま
れ
に

見
る
好
況
で
財
政
状
況
に
も
比
較
的
余
裕
が
あ
っ

た
た
め
、
政
府
は
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ
デ
ィ
の
供
給

を
拡
大
（
補
助
金
予
算
を
増
額
）
す
る
こ
と
で
今

回
の
パ
ン
騒
動
に
迅
速
に
対
応
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
補
助
金
付
き
エ
ー
シ
ュ
・
バ
ラ

デ
ィ
と
補
助
金
な
し
の
パ
ン
の
価
格
差
が
一
層
拡

大
し
、
主
食
で
あ
る
パ
ン
の
政
府
へ
の
依
存
度
が

高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
小
麦
価
格
高
騰
を
機
に
、
エ
ジ
プ
ト
国

内
で
は
小
麦
自
給
率
に
関
す
る
議
論
が
再
び
活
発

化
し
て
い
る
。
限
り
あ
る
耕
作
面
積
と
、
市
場
経

済
主
義
に
基
づ
く
自
由
化
が
推
進
さ
れ
る
な
か
、

主
食
で
あ
る
パ
ン
（
小
麦
）
の
安
全
保
障
を
ど
う

確
保
す
る
の
か
、
エ
ジ
プ
ト
は
長
年
の
懸
念
に
改

め
て
取
り
組
む
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

（
つ
ち
や　

い
ち
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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表１　主な小麦輸入相手国� （単位：万トン）

2001 2002 2003 2004
ア メ リ カ 230.9（52.3） 179.8（32.2） 148.8（36.7） 176.2（40.3）
オーストラリア 74.2（16.8） 93.0（16.7） 35.0 （8.6） 103.0（23.6）
ロ シ ア 2.0 （0.4） 110.4（19.8） 87.0（21.5） 50.4（11.5）
フ ラ ン ス 43.3 （9.8） 86.4（15.5） 87.3（21.5） 47.7（10.9）

（出所）FAOSTAT.
（注）かっこ内は全小麦輸入量に占める割合（％）

図１　小麦の生産量と輸入量の推移

（出所）FAOSTAT.
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